
105 

池
田

中
世
禅
宗
寺
院
越
前
善
応
寺
に
つ
い
て

『
鹿
苑
院
公
文
帳
五
山
位
次
簿
』

『
東
山
建
仁
禅
寺
歴
代
住
持
位
次
簿
』

『
東
山
歴
代
』

『
東
山
塔
頭
略
伝
』

『
東
山
古
尊
宿
遺
稿
』

る
。
こ
以
上
五
点
、
東
大
史
料
編
纂
所
写
本

青

春

の

日

(

建

仁

寺

両

足

院

原

本

蔵

)

尚
、
紙
数
の
都
合
で
『
東
山
歴
代
』
『
東
山
塔
頭

稿
)
略
伝
』
は
別
途
資
料
紹
介
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。

中
世
禅
宗
寺
院

越
前
善
応
寺
に
つ
い
て
(
追
補
)

池

田

正

は
じ
め
に

既
稿
の
後
、
下
記
の
未
活
字
化
文
書
を
閲
覧
す
る

機
会
を
得
、
前
稿
を
補
う
必
要
が
生
じ
た
の
で
こ
こ

に
追
補
す
る
。
な
お
越
前
関
係
の
資
料
を
多
く
目
に

し
た
の
で
、
寸
考
を
加
え
る
と
共
に
参
考
資
料
と
し

て
抄
出
し
て
お
く
。

『
肥
後
国
古
保
里
毒
勝
禅
寺
志
』

内
閣
文
庫
蔵

男

別
源
の
兄
長
綱
に
つ
い
て

前
稿
を
記
す
に
あ
た
り
、
『
肥
後
国
古
保
里
霧
勝

禅
寺
志
』
を
国
書
総
目
録
で
探
し
た
が
記
載
が
無
く
、

間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
内
閣
文
庫
蔵
で
あ

る
こ
と
が
判
り
、
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
の
で
前
稿

を
改
訂
、
追
補
す
る
。

前
稿
の
「
八
章
善
応
寺
の
所
在
地
と
吉
祥
寺
に

つ
い
て
L

「
②
吉
祥
寺
に
つ
い
て
」
で
肥
後
国
寿
勝

寺
の
開
基
は
別
源
の
兄
の
佐
々
木
合
志
長
綱
で
あ
る

か
の
よ
う
に
記
し
た
が
、
こ
の
点
を
考
察
し
て
み
た

hν 2 
足
利
尊
氏
寄
進
状

寄
進
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肥
後
国
蕎
勝
寺

(
合
志
郡
)

同
国
高
志
郡
内
高
樋
保

地
頭
職
遠
江
内
供
房
跡

右
為
六
十
六
ケ
寺
随
一
寺
領
所
寄
附
也
守
例
可

被
致
沙
汰
之
状
如
件

康
永
元
年
七
月
七
日
権
大
納
言
源
朝
臣

と
あ
り
、
尊
氏
が
六
十
六
ケ
寺
随
一
(
安
国
寺
)
と

し
て
寿
勝
寺
に
寺
領
を
寄
進
し
て
い
る
。

高
師
直
施
行
状
(
合
志
郡
)

肥
後
国
高
志
郡
内
高
樋
保
地
頭
職
遠
江
内
供
房

跡
事
、
任
御
寄
附
状
可
被
沙
汰
付
書
勝
寺
雑
掌

之
状
依
仰
執
達
如
件

康

永

元

年

八

月

十

九

日

武

蔵

守

太
宰
少
或
殿

と
あ
り
、
少
武
頼
尚
が
闘
所
を
注
進
し
て
い
る
。

少
武
頼
尚
施
行
状

(
合
志
郡
)

肥
後
園
高
志
郡
内
高
樋
保
地
頭
職
遠
江
内
供
一
房

跡
事
、
去
八
月
十
九
日
御
施
行
如
此
早
任
被
仰

下
之
旨
詫
摩
豊
前
太
郎
相
共
荏
彼
所
沙
汰
下
地

於
蕎
勝
雑
掌
載
起
請
之
詞
可
注
進
申
之
状
如
件

康

永

元

年

十

一

月

十

八

日

頼

尚

守
護
代
殿

少
武
頼
尚
施
行
状

(
合
志
郡
)

肥
後
国
高
志
郡
内
高
樋
保
地
頭
職
遠
江
内
供
房

跡
事
、
去
八
月
十
九
日
御
施
行
如
此
早
任
被
仰

下
之
旨
守
護
代
相
共
在
彼
所
沙
汰
付
下
地
於
寄

勝
寺
雑
掌
載
起
請
之
調
可
被
注
申
仰
執
達
如
件

康
永
元
年
十
一
月
十
八
日
太
宰
少
或

詫
摩
豊
前
太
郎
殿

と
あ
り
、
少
或
頼
尚
か
ら
守
護
代
と
詫
摩
豊
前
太
郎

に
施
行
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。

高
師
直
施
行
状

諸
国
利
生
塔
安
国
寺
事
建
武
以
来
御
願
異
干
伽

旦
為
勅
願
所
被
下
通
競
也
伯
差
置
警
固
可
専

興
隆
之
由
評
議
詑
肥
後
国
安
国
詫
摩
別
賞
太
郎

相
共
致
其
沙
汰
任
雑
掌
申
請
之
旨
止
甲
乙
妨
且

全
寺
領
之
所
務
旦
可
注
進
造
営
之
成
否
将
又
有

違
乱
之
訴
者
縦
雄
不
遣
奉
書
毎
度
鎮
狼
籍
載
起

請
詞
可
令
注
申
子
細
寄
事
於
左
右
若
有
非
法
之

儀
者
可
被
慮
罪
科
之
状
依
抑
執
達
如
件

貞

和

二

年

九

月

廿

日

武

蔵

守

合
志
能
登
守
殿

と
あ
り
、
四
年
後
に
高
師
直
か
ら
合
志
能
登
守
に
再

び
施
行
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。
前
資
料
か
ら
み
れ
ば

守
護
代
は
合
志
氏
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
阿
蘇

文
書
の
阿
蘇
惟
澄
申
状
に
は
「
凶
徒
合
志
能
登
守
幸

隆
の
楯
寵
る
所
の
菊
池
陣
状
に
押
し
寄
せ
、
始
め
て

合
戦
す
。
」
と
あ
り
、
合
志
能
登
守
は
幸
隆
で
あ
る

こ
と
が
判
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
北
朝
方
の
肥
後
国
守
護
少

弐
頼
尚
が
利
生
塔
と
安
国
寺
政
策
を
押
し
進
め
、
合

志
幸
隆
を
寿
勝
寺
の
開
基
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
寿
勝
寺
の
開
基
を
佐
々
木
合
志
長
綱
と

す
る
前
稿
は
否
定
さ
れ
よ
、
7
0

ち
な
み
に
今
枝
氏
が
『
中
世
禅
宗
史
の
研
究
』
の

中
で
寿
勝
寺
の
開
基
を
合
志
氏
と
し
た
根
拠
は
上
記

の
資
料
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
南
北
朝
の
戦
い
の
背
後
に
海
外
交

易
の
権
益
を
巡
っ
て
の
拠
点
争
奪
戦
も
あ
っ
た
よ
う

で
、
少
弐
、
大
友
な
ど
北
朝
方
内
で
も
少
弐
傘
下
の

合
志
幸
隆
と
大
友
傘
下
の
佐
々
木
流
合
志
長
綱
が
矯

掘
し
、
か
け
引
き
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
鎌
倉
期
よ
り
大
友
氏
は
合
志
荘
を
領
有
し
て
お
り
、

佐
々
木
流
合
志
長
綱
を
し
て
地
頭
職
に
任
じ
て
い

た
。
)

(
追
補
)
熊
本
県
在
住
の
阿
鯨
品
保
夫
氏
の
手
に
な

る
熊
本
県
菊
池
郡
の
『
大
津
町
史
L

「
中
世
の
大

津
」
に
合
士
山
氏
の
研
究
成
果
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

前
述
の
件
に
関
し
て
「
安
国
寺
の
所
在
に
つ
い
て
寿
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勝
寺
は
鎌
倉
末
期
よ
り
宇
土
郡
古
保
里
佐
野
に
あ
り
、

江
戸
時
代
に
も
宇
土
の
同
地
に
あ
っ
た
。
禅
宗
の
寿

勝
寺
は
そ
れ
以
前
か
ら
佐
野
に
存
在
し
て
い
た
天
台

宗
の
佐
野
寺
側
と
同
所
の
寺
地
の
権
益
が
重
な
り
、

鎌
倉
末
期
よ
り
対
立
関
係
に
あ
っ
た
が
、
足
利
氏
は

合
志
郡
高
樋
保
地
頭
職
を
寿
勝
寺
に
与
え
、
高
樋
保

の
地
(
久
米
)
に
移
転
し
て
安
国
寺
を
称
す
る
よ
う

に
指
示
し
た
。
こ
こ
に
合
志
郡
の
合
志
氏
や
隣
郡
の

詫
摩
氏
の
安
国
寺
興
隆
、
庇
護
が
で
き
る
条
件
が
生

じ
る
。
と
こ
ろ
が
高
樋
保
は
そ
の
後
南
朝
方
に
没
収

さ
れ
、
寺
領
を
失
っ
た
寿
勝
寺
は
高
樋
保
を
捨
て
て

再
ぴ
宇
土
に
帰
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
記
し
て
お

ら
れ
る
。
ま
た
残
念
な
が
ら
、
別
源
に
つ
い
て
は
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
同
町
の
真
木
に
は
佐
々
木

長
綱
夫
妻
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
五
輪
塔
が
残
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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善
応
寺
に
関
わ
る
禅
僧

①
東
林
如
春

『
東
山
歴
代
』
に

艦
雪
鷹
瀬
(
月
渓
疏
ニ
再
住
/
|
|
ヲ
云
)

嗣
刺
制
覇
↓
寸
ベ
刈
剖
嗣
割
削
嗣
倒
劃
長
束
林
老

樹
Hη
川

α到
対
闘
組
閣
制
刑
制
矧
剥
到
叫
矧
剖

3 

池
田

中
世
禅
宗
寺
院
越
前
善
応
寺
に
つ
い
て

制
割
オ
川
叶
|
嗣
大
仙
竺
ニ
嗣
玉
岡
如
金
ニ
嗣
別
源

O
越
前
弘
祥
寺
派
宝
膝
蓄
僧
也
天
文
九
年
己
丑

出
主
二
洞
春
院
一
見
一
一
詩
集
一

O
乗
払
ノ
片
在
-
一
新

豊一

O
幻
雲
疏
住
越
ノ
善
熔
山
門
注
目
公

蚤
歳
遊
学
洛
寺
中
年
隠
退
越
州
今
年
五
十
歳

云
々

O
怒
苓
疏
茂
彦
|
|
住
建
仁
諸
山

O
継
天

疏

再

住

建

仁

道

旧

O
公
文
帳
禅
興
部
i
ー

O
春
沢
入
寺
語
ニ
宝
癒
東
堂
ト
ア
リ
此
人
也

O
再
住
建
仁
山
門
疏
春
沢

O
同
江
湖
相
国
/
惟

高

O
同
諸
山
茂
彦

と
あ
り
、
東
林
如
春
に
つ
い
て
注
記
し
て
い
る
。

(
筆
者
傍
線
)
事
実
『
鹿
苑
院
公
文
帳
五
山
位
次
簿
』

の
鎌
倉
五
山
建
長
寺
に
「
東
林
栄
春
L

、
十
利
越
前

弘
祥
寺
に
「
栄
春
L

の
記
載
が
あ
る
。
後
に
栄
春
か

ら
如
春
に
改
名
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(「
6

参
考
資
料
L

に
掲
載
)

因
み
に
『
東
山
歴
代
』
は
『
東
大
史
料
編
纂
所
和

室
田
目
録
』
に
よ
れ
ば
高
峰
東
陵
編
と
あ
り
、
江
戸
後

期
の
禅
宗
史
の
研
究
誌
的
の
性
向
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
付
記
し
て
お
く
。

②
長
松
乗
彰

『
鹿
苑
院
公
文
帳
五
山
位
次
簿
』
に
よ
れ
ば
釆
彰

は
享
禄
三
年
八
月
二
十
八
日
に
諸
山
景
徳
寺
(
天
竜

寺
の
南
に
あ
り
現
在
は
廃
寺
)
の
公
帖
を
受
け
て
い

る
。
次
い
で
十
利
真
如
寺
(
京
都
市
北
区
)
の
公
帖

を
受
け
て
い
る
。
(
「
6

参
考
資
料
」
に
掲
載
)

そ
し
て
天
文
六
年
六
月
に
は
五
山
建
仁
寺
の
公
帖

を
受
け
、
同
八
年
九
月
十
七
日
に
重
ね
て
公
帖
を
受

け
て
い
る
。
(
『
鹿
苑
目
録
』
)

し
か
し
『
東
山
建
仁
禅
寺
歴
代
住
持
位
次
簿
』
に
は

二

八

一

世

長

松

彰

入
牌
天
文
六
年

再

住

八

年

十

月

九

日

三

位

周

年

歳

節

初

五

と
あ
り
三
住
が
天
文
八
年
の
年
末
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

因
み
に
『
東
山
歴
代
』
に
は

長
松
乗
彰
(
月
渓
)

O
新
豊
奄

O
嗣
東
林
春
ニ
嗣
大
仙
竺
ニ
嗣
玉
岡

金
ニ
嗣
別
源

O
騒
雪
法
弟
也
継
天
疏
|
|
再
住

建
仁
山
門

O
住
建
仁
道
旧
東
障
作

O
公
文
帳
諸

山
享
禄
三
年
庚
寅
八
月
二
十
八
日
景
徳
乗
彰

O

又
真
如
部
一
一
ー
ー
ー

O
知
是
塵
談
伝
本
一
一
乗
払
語
ア
リ

O
如
是
東
障
録
|
|
道
旧
注
目
依
先
例
重
テ
拝

釣
帖

O

と
あ
り
注
記
と
し
て
「
月
渓
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
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『
図
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
「
月
渓
和
尚
疏
稿
月
渓

聖
澄
著
」
と
あ
る
か
ら
、
長
松
と
月
渓
は
別
人
で
あ

る
こ
と
が
判
る
。
よ
っ
て
『
東
山
歴
代
』
の
著
者
高

峰
が
「
月
渓
疏

l
建
仁
云
々
」
と
記
す
べ
き
と
こ

ろ
を
記
述
途
中
で
失
念
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

4

弘
祥
寺
と
善
応
寺
の
塔
頭
諸
寮

『
東
山
歴
代
』
に
は
弘
祥
寺
と
善
応
寺
の
塔
頭
諸

寮
が
抄
出
さ
れ
て
い
る
。

越
前
安
居
庄
大
冶
弘
祥
寺

蔵

春

軒

春

沢

詩

月

舟

録

巣
雲
軒
月
舟
録
-
一

少

林

玉

岡

ノ

塔

頭

庚
済
奄
月
舟
録

招
手
亭
曇
仲
疏
温
和
中
弘
祥
同
門
ニ
見
ュ

可
休
亭
玉
岡
偽
-
一
見
(
是
ハ
善
磨
寺
也
)

業
態
月
舟
蓋
口
鷹
山
寺
録
-
一
見
ュ
蓋
口
腔
山
之
内
乎

洞

雲

善

廃

之

関

山

塔

頭

護
団
月
舟
疏
功
甫
弘
祥
山
門
-
一
注
允
庫
日
二

|
|
一

O
弘
祥
ヵ
善
癒
力

と
こ
ろ
で
可
休
亭
は
善
応
寺
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑

い
の
余
地
が
無
い
。
し
か
る
に
上
記
の
通
り
「
無
規

矩
L

に
は

玉
岡
首
座
住
弘
祥
山
門
疏

(
上
略
)
安
居
渡
口
晴
楊
、
迎
新
賓
駕
、
可
休

亭
遁
古
槍
、
送
奮
主
人
、
(
下
略
)

ま
た
「
幻
雲
文
集
」
に
も

復
祖
渓
老
人
書

(
上
略
)
一
日
有
洛
客
、
袖
翁
之
自
阿
所
賜
手

書
而
来
、
予
欣
然
関
窓
讃
之
、
則
安
居
渡
頭
、

可
休
亭
上
、
嵐
色
波
光
、
(
下
略
)

と
あ
り
、
弘
祥
寺
に
も
可
休
亭
が
あ
っ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

越
前
五
山
派
寺
院
ト
ピ
ッ
ク
ス

①
弘
祥
寺
住
持
位
次
簿

『
鹿
苑
院
公
文
帳
五
山
位
次
簿
』
に
は
十
剃
位
次

簿
の
越
前
弘
祥
寺
に
十
四
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
お

よ
そ
延
徳
年
間
前
か
ら
元
亀
年
間
頃
の
名
簿
と
み
ら

れ
る
。
(
寸
6

参
考
資
料
」
に
掲
載
)

②
永
徳
寺
中
興
関
山
此
山
妙
在

『
東
山
塔
頭
略
伝
』
の
如
是
院
開
基
此
山
の
項
に

美
濃
州
安
園
寺
為
第
一
祖
越
前
州
永
徳
寺
為
中

興
祖
故
師
之
法
孫
甲
乙
相
継
住
於
両
寺

と
あ
る
。
永
徳
寺
の
中
興
関
山
の
此
山
妙
在
は
美
濃

の
出
身
で
あ
り
、
美
濃
の
楊
岐
山
安
園
寺
(
岐
阜
県

揖
斐
郡
池
田
町
小
寺
)
の
開
山
と
な
り
、
此
山
の
法

孫
が
両
寺
を
受
け
継
い
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

③
日
円
者
北
翁
之
寺

『
東
山
歴
代
』
の
一
…
麟
真
慶
の
項
に
は

常
苓
疏
ニ
有
一
一
住
南
禅
道
旧
疏
一
其
語
日
北

翁
四
侍
云
々
又
月
舟
疏
有
一
一
|
|
住
日
円
山
門
一

因
按
仏
国
下
北
翁
妙
済
之
孫
也
日
円
者
北
翁
之

寺
也

と
あ
り
、
編
者
は
一
一
麟
が
仏
国
禅
師
(
高
峰
顕
日

仏
光
派
)
の
法
嗣
の
北
翁
妙
済
の
孫
で
あ
る
か
ら
日

円
寺
は
北
翁
の
寺
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
日

円
寺
の
関
山
の
元
翁
本
元
(
仏
徳
禅
師
仏
光
派
)

と
永
徳
寺
の
中
興
関
山
此
山
妙
在
(
仏
光
派
)
は
と

も
に
高
峰
顕
日
の
法
嗣
で
あ
り
、
日
円
寺
は
仏
光
派

の
拠
点
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

④
妙
法
寺
仏
源
草
創
之
地

「
幻
雲
稿
し
に
は

仙
甫
登
公
座
一
万
住
越
之
妙
法
々
参
疏
弁
有
序
縞

目
、
越
之
前
州
路
少
林
山
妙
法
禅
寺
、
乃
法
源

禅
師
挿
草
地
、
市
請
仏
源
禅
師
為
開
山
始
祖
也
。
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熔
仁
槍
援
之
後
、
寺
羅
兵
殿
、
為
瓦
際
場
、

と
あ
り
、
法
源
禅
師
(
無
涯
禅
海
聖
一
派
東
福

寺
十
八
世
)
が
仏
源
禅
師
(
大
休
正
念
元
の
人
で

文
永
六
年
に
来
日
)
を
勧
請
開
山
と
し
た
と
し
て

い
る
。
し
か
し
聖
一
派
の
無
涯
禅
海
が
他
派
の
仏
源

禅
師
(
大
休
正
念
)
を
勧
請
関
山
に
請
う
こ
と
は
不

自
然
で
あ
り
、
ど
う
も
無
涯
仁
浩
(
仏
源
派
)
と
無

涯
禅
海
(
聖
一
派
)
を
取
り
違
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
『
東
山
歴
代
』
の
龍
丘
山
周
劉
の
項
に

O
南
禅
秀
林
作
龍
岳
住
妙
法
江
湖
疏
日
越
之
少

林
山
妙
法
禅
寺
叢
松
源
派
下
仏
源
御
祖
挿
州
之

地
也

と
あ
り
、
仏
源
を
妙
法
寺
の
開
山
と
し
て
い
る
点
で

先
に
挙
げ
た
記
述
と
一
致
し
て
い
る
。

し
か
し
『
扶
桑
五
山
記
』
に
よ
れ
ば
妙
法
寺
の
開

山
は
無
学
祖
元
(
仏
光
禅
師
)
、
高
峰
顕
目
、
夢
窓

疎
石
で
、
永
徳
寺
の
関
山
は
大
休
正
念
(
仏
源
禅

師
)
と
な
っ
て
い
る
。
永
徳
寺
と
妙
法
寺
の
関
山
を

取
り
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
永
徳
寺
の

閉
山
は
仏
源
(
大
休
)
で
あ
っ
た
が
中
興
関
山
は
此

山
(
仏
光
派
)
に
な
っ
た
の
と
同
様
に
、
妙
法
寺
も

後
に
仏
源
派
か
ら
仏
光
派
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
し
後
者
で
あ
る
な
ら
ば
南
北
朝
鮮
乱
期
の
戦
禍
が

池
田

中
世
禅
宗
寺
院
越
前
善
応
寺
に
つ
い
て

「
得
江
頼
員
軍
忠
状
」
に

1

暦
応
三
年
九
月
二
十
三
日

妙
法
寺
城
追
い
落
と
し
」
と
あ
り
、
既
に
妙
法
寺
が
門
前
町
を

形
成
し
地
名
と
し
て
定
着
し
、
し
か
も
瓜
生
氏
が
檀
越
と
な
っ

て
い
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
よ
っ
て
妙
法
寺
城
が
落
と
さ
れ
、

寺
が
砦
と
し
て
機
能
し
、
瓜
生
氏
を
檀
越
と
し
て
い
た
と
す
れ

ば
妙
法
寺
も
戦
禍
を
受
け
た
も
の
と
推
測
し
た
。

契
機
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
妙
法
寺
の
関
山
が
混
乱
し
た
の
は
当
寺
が
南

北
朝
期
と
応
仁
期
と
の
二
度
の
戦
禍
を
蒙
っ
た
こ
と

が
原
因
で
は
あ
る
ま
い
か
。
戦
禍
の
度
合
い
は
「
幻

雲
文
集
」
の
文
に
伺
い
知
れ
る
。

前
住
建
長
仙
甫
和
尚
遺
像

(
上
略
)
永
正
元
年
五
十
九
歳
、
援
雲
門
位
、

乗
梯
提
唱
、
一
挨
一
拶
、
衆
皆
稽
善
、
翌
年
適
⑤
玉
岡
如
金
の
遺
稿

越
、
寓
居
少
林
山
妙
法
禅
寺
、
寺
羅
兵
般
、
為
『
東
山
古
尊
宿
遺
稿
』
に
玉
岡
の
月
庭
乗
矩
が
あ

瓦
機
場
久
失
、
於
是
再
造
、
頗
復
奮
観
、
寺
之
る
。
玉
岡
の
遺
稿
は
少
な
い
の
で
参
考
ま
で
に
抄
出

者
老
青
謀
、
聞
諸
相
府
、
拳
師
、
機
築
中
興
叢
規
、
し
て
お
く
。

化

之

所

行

、

衆

流

販

制

笠

(

下

略

)

為

友

金

吾

月

庭

心

公

禅

定

門

乗

矩

悦

岩

栢

公

座

元

蕎

像

心

月

孤

園

照

碧

空

建

築

門

裏

路

頭

通

木

人

倍

起

(
上
略
)
悦
岩
栢
公
座
元
、
初
居
越
之
少
林
山
還
郷
曲
石
女
敏
眉
隻
一
涙
紅
伏
惟
新
国
寂
月
庭

妙
法
寺
、
々
曾
羅
兵
殿
、
然
後
置
回
春
院
於
園
心
公
禅
定
門
天
資
純
粋
雅
量
測
沖
拳
忠
臣
孝
之

之
府
中
、
今
之
相
公
避
乱
、
久
寓
比
院
、
遂
揮
道
慕
賢
人
君
子
風
運
箸
破
寓
軍
敵
軽
命
策
百
戦

台
翰
、
書
龍
門
字
賜
公
、
因
改
回
春
為
龍
門
也
、
功
領
玄
旨
於
園
師
室
内
輔
仁
政
於
上
相
府
中
真

頃
輿
妙
法
、
以
復
嘗
親
、
加
之
悌
虚
僧
房
起
療
諦
俗
諦
不
異
不
同
生
也
死
也
無
始
無
終
四
十
八

居
多
、
賓
法
之
檀
度
也
、
一
日
寄
書
像
、
以
需
年
能
事
畢
一
場
夢
破
大
椀
宮
直
得
脱
寓
却
覇
鎖

拙
賛
、
予
稔
干
公
之
為
人
、
以
故
書
其
始
卒
、
出
三
界
焚
寵
正
窓
磨
時
向
何
慮
見
月
庭
心
公
。

以

代

行

責

云

。

(

以

史

把

指

云

)

分

明

指

出

縛

身

路

火

裏

榔

瞭

呑
大
虫
。

永
和
戊
午
端
午
日

* 2 

* l 

『
扶
桑
五
山
記
』
司
N
O

∞

洞
春
比
丘
如
金
書
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と
あ
る
。
月
庭
と
は
朝
倉
系
図
に
よ
れ
ば
三
代
氏
景

の
舎
弟
の
久
景
(
向
駿
河
{
寸
)
と
な
っ
て
い
る
。

B

参
考
資
料

『
鹿
苑
院
公
文
帳
五
山
位
次
簿
』

禅
利
歴
住
位
次

五
山
之
上
南
禅
寺

天
文
六

永
禄
三

十
二
月

正
月
十
八
日

嘗
寺
法
堂
御
奉
加
内
ハ

建
長
寺

建
仁
寺

天

文

五

六

月

同

十

月

天

文

六

六

月

同
八
年
九
月
十
七
日

重
而
公
文

月
舟
蕎
桂

一
麟
功
甫
洞
丹

先
登
祖
讐

東
林
栄
春

廉
甫
如
泉

一
…
麟
真
慶
洞
丹

思
貝
周
回

騒
雪
鷹
溺

玉
芝
恵
賓

長
松
乗
彰

長
松
乗
彰

同
十
年
七
月
廿
七
日

天
文
十
二
八
月
十
日

同

九

月

廿

日

永

禄

三

八

月

永
禄
三
十
一
月
十
二
日

蛍
寺
法
堂
御
奉
加
之
内
口

元
亀
四
年
四
月
廿
三
日

後
越
前
為
使
上
洛
之
功

十
利
位
次
簿

相
州
禅
興
寺

重
而
公
文

櫨
雪
鷹
濁

雲
巣
洞
仙

継
天
害
時
散
瑞
十

先
登
祖
箸

文
西
洞
仁

河
清
祖
湖

櫨
雪
鷹
繍

七

月

五

日

景

庫

党

伎

万
松
院
殿
二
十
五
年
御
功
徳
之
内
御
判

向
後
可
申
請
之
由
状
有
之

築
州
聖
福
寺

天
正
五

真
如
寺

天
文
五
十
二
月
十
日

弘
治
二
年
四
月
十
四
日

永
禄
三
九
月
五
日

真
慶

春
和
啓
関
乗
彰

継
天
寄
散
妙
折
契
超

越
前
弘
祥
寺

文
挙
契
選
、い止口
栄
春

松
年
孝
蕎

慈
渓
瑞
恩

秀
林
契
檀

春
岳
契
束

叔
花
祥
栄

功
甫
洞
丹

富
山
韓
民

雲
巣
洞
仙

先
登
祖
蕎
瑞
十
宗
澄

天
文
十
五
年
四
月
二
十
六
日
入
寺

永
禄
元
年
四
月
十
三
日
入
寺

一
万
亀
二
六
月
六
日

越
前
田
妙
法
寺

天
文
二
十
三
年
甲
寅
四
月
二
日
歯
十
利

諸
山
位
次
簿

永
正
十
二
年
己
亥
十
月
廿
六
日
西
禅
春
和
啓
闇

永
正
十
四
年
十
一
月
廿
三
日
越
前
日
園
真
慶

大
永
四
年
甲
申
二
月
廿
二
日
肥
後
零
勝
洞
仙

享
禄
元
年
成
子
十
月
十
七
日
肥
後
毒
勝
文
仲
賢
昌

享
禄
三
年
庚
寅
八
月
二
十
八
日
景
徳
乗
彰
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越
前
永
福
継
天
毒
猷

天
文
八
年
己
亥
八
月
廿
六
日
越
前
善
臆
昌
春

天
文
十
五
年
丙
午
四
月
廿
六
日
肥
後
書
勝
先
登
祖
箸

弘
治
二
年
丙
辰
四
月
十
二
日
越
前
日
園
妙
析

永
禄
元
年
戊
午
四
月
十
日
肥
後
寄
勝
瑞
十

永
禄
三
年
庚
申
九
月
二
日
越
前
永
福
契
超

永
禄
八
年
乙
丑
五
月
六
日
肥
後
書
勝
寺
洞
仁

骨
田
結
番
建
仁
執
挽
春
津
血
争
状

元
亀
二
年
辛
未
卯
月
十
九
日
越
前
日
園
寺
党
伎

光
源
院
殿
七
周
忌
御
功
徳
之
内
三

同

五

月

六

日

景

徳

寺

周

伊

慶
喜
院
殿
七
周
忌
維
那
ニ
給

同

六

月

十

四

日

越

前

日

国

寺

宗

澄

慶

長

十

年

乙

巳

九

月

景

徳

寺

龍

伯

集

総

『
東
山
建
仁
禅
寺
歴
代
住
持
位
次
簿
』

四

四

世

別

源

旨

入

牌

洞

春

院

六

一

世

玉

岡

金

入

牌

新

豊

庵

二

三

三

世

竺

源

喬
延
徳
二
年
十
二
月
日

明
応
二
年
三
月
十
六
日
入
院

三
年
歳
節

三再
住住

池
田

中
世
禅
宗
寺
院
越
前
善
応
寺
に
つ
い
て

二
三
六
世

中
略
十)

一再
住住

十

住
月

舟

桂永
正
七
年
庚
午
三
月
五
日
入
院

五
月
八
日
退
院

八
年
辛
未
正
月
五
日

十
四
年
乙
丑
正
月
十
五
日

夏
中
五
月
五
日
退

十
五
年
六
月
二
十
六
日
登
洛

同
年
七
月
十
六
日

赴
越
主
衛
内
七
月
三
日

為
子
春
居
士
陸
座
此
間

同
年
歳
節

常
庵
禾
上
代
而
焼
香

同
十
六
年
己
卯
夏
前

十
三
住

(
下
略
)

二

三

九

世

大

成

集

入
牌
永
正
九
年
八
月
十
八
日

再
住
入
院
十
年
九
月
二
十
三
日

入
院
冬
節
後
五
日

十
二
年
七
月
十
六
日

不
入
院

二
五
六
世

二
七
九
世

住
塩廉
雪甫

濁泉

十
一
年
三
月
四
日

八

世

八

世

二
八
四
世

雲三再入長四三再
巣住住牌松住住住

天
文
五
年
不
入
院

十
年
八
月
二
十
七
日
入
院

十
一
年
夏
前
夏
了

彰天
文
六
年
八
年
十
月
九
日

同
年
歳
節
初
五

仙

不

入

院

天
文
十
二
年
八
月

継

天

猷

天
文
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
入
院

再
住
天
文
十
三
年
甲
辰
正
月
初
五

三

住

夏

了

四

住

十

四

年

乙

巳

夏

前

五

住

夏

了

六

住

十

五

年

丙

午

夏

前

七

住

夏

了

八

住

十

六

年

丁

未

夏

前

九

住

夏

了

十

住

十

七

年

成

申

夏

前

十

一

住

同

年

冬

節

十

二

住

十

二

年

乙

酉

夏

前
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十
九
巻
六
号

112 

後
日
談

前
稿
を
目
に
さ
れ
た
敦
賀
市
の
柴
田
源
三
一
郎
氏
か

ら
、
岡
市
高
生
野
の
曹
洞
宗
幸
松
寺
の
山
門
の
寺
額

が
石
雲
山
と
あ
り
、
月
舟
童
日
と
刻
さ
れ
て
い
る
と
の

教
示
が
あ
っ
た
。
す
わ
や
月
舟
寿
桂
の
書
額
の
発
見

か
と
早
速
拝
見
さ
せ
て
頂
い
た
。
し
か
し
寺
額
に
あ

る
築
刻
が
「
宗
胡
之
印
」
「
原
氏
」
と
あ
る
こ
と
や
、

氏
の
調
査
の
結
果
か
ら
当
寺
と
月
舟
宗
胡
と
が
係
わ

り
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
曹
洞
宗
復
古
運
動
の
先

駆
け
と
な
っ
た
月
舟
宗
胡
二
六
一
八
一
六
九

八
)
の
書
額
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
氏

の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
「
敦
賀
の
霊
鶴
山
幸
松
寺
へ

今
庄
の
霊
亀
山
嘉
祥
院
(
加
賀
大
乗
寺
末
)
か
ら
二

十
二
代
と
二
十
三
代
の
住
持
が
入
っ
て
い
る
。
そ
し

て
大
乗
寺
二
十
六
世
の
月
舟
宗
胡
は
寛
文
三
年
よ
り

十
年
間
嘉
祥
院
で
隠
棲
し
て
い
る
。
ま
た
幸
松
寺
の

寺
伝
に
よ
る
と
、
元
は
野
坂
に
あ
り
石
雲
山
光
照
寺

と
称
し
元
亀
二
年
に
創
立
さ
れ
た
が
七
十
年
後
に
現

在
の
地
へ
移
転
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
移
転
年
代

と
宗
胡
が
嘉
祥
院
へ
の
隠
棲
し
た
年
代
が
ほ
ぼ
同
時

期
と
見
ら
れ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
月
舟
違
い

で
は
あ
っ
た
が
良
き
勉
強
の
機
会
を
頂
い
た
。
紙
面

7 

を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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